
一
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
の
血
液
観
察

レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
（
缶
昌
ｏ
ｇ
ぐ
自
儒
閏
昌
曾
旨
○
の
丙
》
嵐
箇

１
国
圏
）
は
当
時
の
顕
微
鏡
学
者
た
ち
の
間
で
特
別
な
存
在
で

あ
っ
た
。
彼
は
高
等
教
育
を
受
け
た
学
者
で
は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ

の
デ
ル
フ
ト
ｅ
の
房
）
市
で
織
物
商
を
営
む
商
人
だ
っ
た
。
オ

ラ
ン
ダ
語
以
外
の
言
葉
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
当
時
確
立
さ
れ

て
い
た
ラ
テ
ン
語
に
よ
る
科
学
の
諸
定
説
に
あ
ま
り
影
響
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
自
由
な
精
神
の
も
と
で
観
察
を
行
な
う
こ
と
が
で
き

た
。
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
は
単
式
顕
微
鏡
で
、
当
時
一
般
に
使
用

さ
れ
て
い
た
複
式
顕
微
鏡
よ
り
は
る
か
に
高
い
倍
率
を
得
て
、
一

六
七
三
年
に
初
め
て
友
人
デ
・
グ
ラ
ー
フ
（
罰
の
目
９
口
の
の
愚
農

嵐
虐
ｌ
岳
薗
）
を
通
じ
て
英
国
王
立
学
士
院
に
そ
の
顕
微
鏡
観

察
記
録
を
書
簡
の
形
で
送
っ
た
。
そ
の
後
の
彼
の
五
十
年
間
に
も

わ
た
る
様
々
な
顕
微
鏡
に
よ
る
発
見
は
五
百
通
以
上
の
書
簡
に
納

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
内
容
的
に
重
複
し
て
い
る
も
の
が

多
い
が
、
血
球
の
観
察
記
録
も
英
国
王
立
学
士
院
の
紀
要
に
度
々
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第
一
節
レ
ー
ウ
エ
ン
フ
ッ
ク
の
「
六
血
球
説
』

Ｉ
新
宮
涼
庭
「
血
論
」
の
研
究
（
１
）
で
は
、
京
都
大
学
付
属
図

書
館
所
蔵
自
筆
草
稿
を
も
と
に
「
血
論
」
の
原
書
が
ベ
イ
ヵ
ー
著

『
顕
微
鏡
用
法
」
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
新
宮
涼
庭
は
『
顕

微
鏡
用
法
』
に
お
け
る
血
液
の
顕
微
鏡
観
察
記
録
に
注
目
し
、
そ

れ
を
抄
訳
し
た
が
、
「
顕
微
鏡
用
法
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
顕
微

鏡
観
察
記
録
は
ベ
イ
カ
ー
自
身
の
も
の
で
な
く
、
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ

ッ
ク
が
定
期
的
に
「
王
立
学
士
院
紀
要
』
に
投
稿
し
た
書
簡
に
お

け
る
血
液
の
顕
微
鏡
観
察
記
録
の
集
成
で
あ
っ
た
。
本
稿
の
第
一

節
で
は
、
レ
ー
ウ
ェ
ン
フ
ッ
ク
に
よ
る
血
液
の
顕
微
鏡
観
察
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
当
時
の
西
欧
医
学
思
想
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
、
そ
し
て
江
戸
期
日
本
で
ど
の
よ
う
に

受
容
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
で
「
血
論
」
の
思
想
的

背
景
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
節
で
は
、
西
欧
に
お
け
る
顕
微
鏡

は
じ
め
に

斜
１
暮
常
轟
蚤
針
Ｉ
斯
允

新
宮
涼
庭
「
血
論
」
の
研
究
（
２
）

Ｉ
自
筆
草
稿
に
お
け
る
医
学
思
想
Ｉ

紅

ク
レ
イ
ン
ス
・
フ
レ
デ
リ
ッ
ク

（
京
都
大
学
人
間
・
環
境
学
研
究
科
）
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観
察
の
医
学
へ
の
応
用
が
新
宮
涼
庭
に
よ
っ
て
い
か
に
受
容
さ
れ

た
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
「
血
論
」
の
自
筆
草
稿
を
翻
刻
し
、

そ
の
中
に
お
け
る
医
学
思
想
の
分
析
を
行
な
う
。
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